
蛍光性色素を用いた「ものが水にとける」の実感
―小学校第5学年「物の溶け方」における児童の粒子概念の形成を通して―
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【実践・成果支援型】

研究概要

研究目的

計画・方法

溶液中における溶質の存在を表現するために有効な実験方法及び単元展開の開発

29年度

物の溶け方について，溶ける量や様子に着目して，水
の温度や量などの条件を制御しながら調べる活動を通し
て，次の事項を身に付けることができるよう指導する。
内容の取扱い：水溶液の中では，溶けている物が均一に
広がることにも触れること。

次期学習指導要領（理科）第5学年内容

両者の利点を兼ね備えた溶質が必要

コーヒーシュガー
○溶液は着色体
▲溶解に時間がかかる

食塩
○シュリーレン現象
▲溶液は無色透明

物（溶質）

(1)日本理科教育学会第67回全国大会福岡大会（ 2017.8.5-6 ）での発表

第2・3時予想 第2・3時結果 第4・5時結果

・食塩のシュリーレン現象
対流現象に視点が集中し，
溶質の存在の理解につなが
りにくい

D児学習カード

食塩の存在を理解 知識の継続

対流現象による誤認識

食塩の存在を
正しく理解

C児学習カード ・蛍光色素の利用
水溶液中での溶質の存在を
理解することに有効

次期学習指導要領の「水溶
液の中では，溶けている物
が均一に広がることにも触
れること」につながる。

Ａ
群

Ｂ
群

食塩 ウラニン

ウラニン 食塩

溶解の観察における
有色物質の重要性を示唆

(2)研究の継続

検討課題1「均一に広がる」ことに対する児童のとらえてについて学習カードをもとに検討
検討課題2単元中におけるウラニンを使用する時間の検討Ҝ現5年生で実践予定

フルオレセインナトリウム（ウラニン）
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1. 溶解前後で色が異なる
2. 短時間で全体へ広がる

溶液中における溶質の存在について理解している児童数

A群（18名）
ウラニンで導入

B群（19名）
食塩で導入

第2・3時予想 10名 11名

考察 18名 2名

第4・5時考察 18名 19名

本研究内容を日本理科教育学会第67回全国大会福岡大会で発表

►
入浴剤
血管造影など


